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1 	はじめにⅠ

Րؔの設備について検査
します。

Ր設備検査

P4

ओに建築物のෑ地やߏなど
を調査します。

ಛఆ建築ௐ査

P3

1 อશͷॏཁੑ࣋ஙͷҡݐ	

建築物のҡ࣋保શをద正に࣮ࢪすることは、ࢥΘ͵ނࣄを͗、地やՐࡂのࡂ時のඃをܰݮ
で る͖΄͔、建築物のण໋Խやϝϯςφϯスίスτのฏ४Խなどにつながります。
建築物がしたޙは、建物のॴ有者、ཧ者、有者は必要な検、ิ म・ҡ࣋を行うことが必要です。

˔�ଟのਓʑがར༻する建築物のॴ༗ ɾऀཧऀは、建築
物のෑ地、ߏٴͼ設備をৗ࣌ద法な状ଶにҡ࣋するΑ
͏ΊなけれなりまͤΜ。

˔�必要にԠ͡、建築物のҡ࣋保શに関するܭըを࡞し、
దなાஔを͡ߨましΐ͏ 。

建築基準法第8条

2 	�ͭͷ定期調査・検査ใࠂ

国またはಛ定行ிがࢦ定したಛ定建築物、Ր設備、建築設備、昇降機は、ͦれͧれ定期తにͦ のঢ়
をઐの資格者に調査・検査ͤ͞گ て、ͦ の݁Ռを報告することが建築ج४法で義務づけられています。

˔�定期報告をす͖であるのにしな͔ったり、ِڏの報告を行った場合は、േ則の対象（ඦສԁҎԼのേۚ）となります（建
築ج४法第1�1条第1߲第2号）。

建築基準法第12条
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3 	定期調査・検査は専門家に依頼

建築物の定期調査・検査は建築士や国土交通省が定めた資格を有する者に依頼して行う必要があります。

建 築 物 の
所 有 者・管 理 者

政令及び行政庁が指定する
一定の建築物、建築設備等

特 定 行 政 庁

③ 結果を報告

① 委託

② 調査／検査

一 級 建 築 士

二 級 建 築 士

国土交通大臣が定めた
資格を有する者

■ 特定建築物調査員
■ 防火設備検査員
■ 建築設備検査員
■ 昇降機等検査員

専 門 家

調 査 者・検 査 者

④ 必要に応じて
 違反是正指導
 等

宅地建物取引業法改正により、売買・交換時の重要説明で「定期調査報告
書」の保存の有無を示すことが義務づけられました。
定期調査報告の対象の住宅等について、定期調査報告に関する書類の保存の状況を示すことが

まずは、
お近くの専門家に
依頼しましょう。

建築設備検査
排煙や非常用の照明装置、換気
などの設備について検査します。

P5 エレベーターやエスカレーターな
どの昇降機について検査します。

昇降機等検査

P6

重要事項説明書（第四面）

（第四面）

形状及び構造

建 主要構造部、内
装及び外装の構
造・仕上げ

設 置 す る 設 備 構 造
物

設備の設置及び
構造

６ 建物状況調査の結果の概要（既存の建物のとき）

建物状況調査の実施の有無 有 無

７ 建物の建築及び維持保全の状況に関する書類の保存の状況（既存の建物のとき)

保存の状況

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（新築時のもの） 有 無

検査済証（新築時のもの） 有 無

増改築等を行った物件である場合

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（増改築等の 有 無
ときのもの）

検査済証（増改築等のときのもの） 有 無

建物状況調査を実施した住宅である場合

建物状況調査結果報告書 有 無

既存住宅性能評価を受けた住宅である場合

既存住宅性能評価書 有 無

建築基準法第12条の規定による定期調査報告の対象である場合

定期調査報告書 有 無

建物状況調査の結果の概要

（第四面）

形状及び構造

建 主要構造部、内
装及び外装の構
造・仕上げ

設 置 す る 設 備 構 造
物

設備の設置及び
構造

６ 建物状況調査の結果の概要（既存の建物のとき）

建物状況調査の実施の有無 有 無

７ 建物の建築及び維持保全の状況に関する書類の保存の状況（既存の建物のとき)

保存の状況

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（新築時のもの） 有 無

検査済証（新築時のもの） 有 無

増改築等を行った物件である場合

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（増改築等の 有 無
ときのもの）

検査済証（増改築等のときのもの） 有 無

建物状況調査を実施した住宅である場合

建物状況調査結果報告書 有 無

既存住宅性能評価を受けた住宅である場合

既存住宅性能評価書 有 無

建築基準法第12条の規定による定期調査報告の対象である場合

定期調査報告書 有 無

建物状況調査の結果の概要

義務づけられました。
また、取引対象物件自体は定
期調査報告の対象ではなくて
も、昇降機等の建築設備につ
いて定期検査報告の対象と
なっている場合には、その書類
の保存の状況についても示す
必要があります。
（宅地建物取引業法施行規則
第16条の2の3第5号関係）

3 	定期調査・検査は専門家に依頼

建築物の定期調査・検査は建築士や国土交通省が定めた資格を有する者に依頼して行う必要があります。

建 築 物 の
所 有 者・管 理 者

政令及び行政庁が指定する
一定の建築物、建築設備等

特 定 行 政 庁

③ 結果を報告

① 委託

② 調査／検査
一 級 建 築 士

二 級 建 築 士

国土交通大臣が定めた
資格を有する者

■ 特定建築物調査員
■ 防火設備検査員
■ 建築設備検査員
■ 昇降機等検査員

専 門 家

調 査 者・検 査 者

④ 必要に応じて
違反是正指導

等

宅地建物取引業法改正により、
売買・交換時の重要説明で
「定期調査報告書」の保存の
有無を示すことが義務づけられ
ました。
定期調査報告の対象の住宅等について、
定期調査報告に関する書類の保存の状
況を示すことが義務づけられました。
また、取引対象物件自体は定期調査報告
の対象ではなくても、昇降機等の建築設
備について定期検査報告の対象となって
いる場合には、その書類の保存の状況に
ついても示す必要があります。
（宅地建物取引業法施行規則第16条の
2の3第5号関係）

まずは、
お近くの専門家に
依頼しましょう。

建築設備検査
排煙や非常用の照明装置、換気
などの設備について検査します。

P5

エレベーターやエスカレーターな
どの昇降機について検査します。

昇降機等検査

P6

重要事項説明書（第四面）

（第四面）

形状及び構造

建 主要構造部、内
装及び外装の構
造・仕上げ

設 置 す る 設 備 構 造
物

設備の設置及び
構造

６ 建物状況調査の結果の概要（既存の建物のとき）

建物状況調査の実施の有無 有 無

７ 建物の建築及び維持保全の状況に関する書類の保存の状況（既存の建物のとき)

保存の状況

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（新築時のもの） 有 無

検査済証（新築時のもの） 有 無

増改築等を行った物件である場合

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（増改築等の 有 無
ときのもの）

検査済証（増改築等のときのもの） 有 無

建物状況調査を実施した住宅である場合

建物状況調査結果報告書 有 無

既存住宅性能評価を受けた住宅である場合

既存住宅性能評価書 有 無

建築基準法第12条の規定による定期調査報告の対象である場合

定期調査報告書 有 無

建物状況調査の結果の概要

（第四面）

形状及び構造

建 主要構造部、内
装及び外装の構
造・仕上げ

設 置 す る 設 備 構 造
物

設備の設置及び
構造

６ 建物状況調査の結果の概要（既存の建物のとき）

建物状況調査の実施の有無 有 無

７ 建物の建築及び維持保全の状況に関する書類の保存の状況（既存の建物のとき)

保存の状況

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（新築時のもの） 有 無

検査済証（新築時のもの） 有 無

増改築等を行った物件である場合

確認の申請書及び添付図書並びに確認済証（増改築等の 有 無
ときのもの）

検査済証（増改築等のときのもの） 有 無

建物状況調査を実施した住宅である場合

建物状況調査結果報告書 有 無

既存住宅性能評価を受けた住宅である場合

既存住宅性能評価書 有 無

建築基準法第12条の規定による定期調査報告の対象である場合

定期調査報告書 有 無

建物状況調査の結果の概要
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2 	4つの定期報告Ⅰ
1 	ಛ定ݐஙͷ定期調査ใࠂ

建築ͷఆظௐ査ใࠂΛ͍ߦ·͠ΐ͏
国またはಛ定行ிが定めた建築物ʢಛ定建築物ʣのॴ有者・ཧ者は、ෑ地・ߏ
のঢ়گをಛ定建築物調査һに調査ͤ͞、ಛ定行ிに報告する義務がありま
す。建築物の҆શのため、定期調査報告を行いましΐう。

1 ෑٴͼ൫ 地盤、敷地、敷地内の通路、塀等、擁壁

2 ஙͷ֎෦ݐ 基礎、土台、外壁

3 ্ٴͼࠜ 屋上面、屋上周り、屋根、機器及び工作物

4 ஙͷ෦ݐ
防火区画、壁、床、天井、防火設備又は戸、機器（照
明器具、懸垂物等）警報設備、スプリンクラー設備、
居室の採光及び換気、石綿等を添加した建築材料

5 ආࢪઃ 通路、廊下、出入口、屋上広場、バルコニー、階段、
排煙設備等、その他

6 ͦͷଞ 特殊な構造等、避雷設備、煙突、その他

定期調査ͷରൣғ

˓ಛ定行ி͝との定期報告の対象となるಛ定建築物をհしています。

աڈͷ事ྫɿ
����ɹϏϧ֎นམԼ事ނ

աڈͷ事ྫɿ
����ɹళฮϏϧ൘མԼ事ނ

˙�֎น൘ͷঢ়گ等
֎น൘は֎త要ҼܦにΑりྼԽɾଛইします。そのまま์ஔすると֎น等のམԼにΑりࢥΘ͵ނࣄがൃੜします。
ಛにਓが௨行するಓ࿏に໘する෦͔らのམԼは、ඃがେ く͖なります。ࣜס法Ҏ֎のλΠϧは1�に1のશ໘ଧ
等が必要です。֎นにҟৗがೝΊられたと͖は、建築࢜ಛ定建築物調査һ、建築্அٕज़ （ऀϏϧσΟϯάυΫ
λʔ）等のઐՈに૬ஊしましΐ͏ 。

建築ͷௐ査ϙΠϯτྫ

ҬʹΑΓ͜ͷϚʔΫΛ׆༻ͨ͠ใূࡁࠂ
͕ަ͞Ε·͢ɻ

【特定建築物定期調査報告マーク】

建築基準法第12条
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2 	Րઃඋͷ定期検査ใࠂ

Ր設備దʹด·Γ·͔͢
Րࣄがൃੜしたと͖ に、Ր൶やՐγϟοターの࡞ಈෆྑٴͼՐ設備のपล෦
に์置 れ͞た物により൶がదにดまらない߹、Րࡂによるඃをେ͖͘ す
るݪҼとなります。Ր設備は、ՐࡂによるՐや煙のඃを࠷খݶに৯いࢭめるとと
に҆શなආを֬保するための重要な設備です。Ր設備の定期検査の時期が
དྷたら、Ր設備検査һに૬ஊしましΐう。

˓ಛ定行ி͝との定期報告の対象となるՐ設備をհしています。

աڈͷ事ྫɿ
����ɹྍॴՐࡂ

աڈͷ事ྫɿ
����ɹγϟολʔڬ·Ε事ނ

Րࣄがൃੜしたと͖ に、ආܦ࿏であるՐ൶Րγϟολʔがނোしていたり、์ ஔ͞れた物等にΑり൶等がదに
ดまらない場合、Րࡂがٸに֦େしたり、ಀ͛れがൃੜするݪҼとなります。また、աڈにはγϟολʔにڬまれるނࣄな
ͲࢥΘ͵ނࣄがൃੜしたたΊ、ڬまれをࢭする҆શஔの設ஔが義務づけられています。

Ր設備ͷ検査ϙΠϯτྫ

˞�ఆࠪݕظͷରՐ࣌ࡂʹԎͰײͯ͠ด·ΔՐઃඋͰ͢ɻ

1 防火扉

2 防火シャッター

3 耐火クロススクリーン

4 ドレンチャーその他の水幕を形成する防火設備

定期検査ͷରൣғ

ҬʹΑΓ͜ͷϚʔΫΛ׆༻ͨ͠ใূࡁࠂ
͕ަ͞Ε·͢ɻ

【防火設備定期検査報告マーク】
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Ⅰ

建築設備͖ͪΜͱ機͠·͔͢
換気設備やڅ排ਫ設備にるނࣄを と͙とに、排煙設備、非常用の照明装置が、
地・Րࡂの非常時にద֬に機するために、これらの常検や定期検査を࣮ࢪ
することがେです。建築設備にҟ常がೝめられた時は、建築設備検査һ、ຢは建築
設備அٕज़者ʢϏϧσΟϯάυΫターʣのઐՈに૬ஊしましΐう。
定期検査の時期がདྷたら、建築設備検査һに検査ͤ͞ ましΐう。

INFORMATION

M E N SS H O P

INFORMATION

M E N SS H O P

建築設備ͷ検査ϙΠϯτྫ

શ೩がෆ۩ثがෆしてくると、Ψεྔؾ設備のؾ
মを͓こし、ҰࢎԽૉதಟなͲのނࣄがൃੜします。

گ設備ͷঢ়ؾ�˙
ඇৗ༻のর໌ஔは、ඇৗ࣌にద֬に࡞ಈしないと、҉ҋ
のதでग़ޱがΘ͔らͣύχοΫ状ଶとなり、Ԏに͔רれて
҆શにආで͖ない͓それがあります。

˙�ඇৗ༻ͷর໌ஔͷঢ়گ

3 ࠂஙઃඋͷ定期検査ใݐ	

1 換気設備

2 排煙設備

3 非常用の照明装置

4 給水設備及び排水設備

定期検査ͷରൣғ

˞�ఆࠪݕظͷରಛఆߦி͕ࢦఆ͍ͯ͠ΔݐஙઃඋͱͳΓ·͢ɻ ҬʹΑΓ͜ͷϚʔΫΛ׆༻ͨ͠ใূࡁࠂ
͕ަ͞Ε·͢ɻ

【建築設備 定期検査報告マーク】
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ΤϨϕʔλʔɺΤεΧϨʔλʔ҆શͰ͔͢
昇降機の常のҡ࣋ཧをଵると、エレベーターのதにด͡ࠐめられるなどのࢥΘ͵
することࢪがൃੜする͓ͦれがあります。常の検と定期検査を࣮ނࣄଶや重େࣄ
がେです。定期検査の時期が た͖ら、昇降機検査һに検査ͤ͞ ましΐう。

INFORMATION

M E N SS H O P

昇降機ͷ検査ϙΠϯτྫ

˙�ΤϨϕʔλʔͷঢ়گ
ΤϨϕʔλʕのओࡧは、ܘのมԽࡺ等の状況を調て必
要にԠ͡てަする等の対Ԡがॏ要です。ओࡧがഁஅし͔
͝がམԼした場合、ඇৗࢭΊஔにΑりࢭఀٸし、͔ ͝
の٬がෛইしたり、ด͡ࠐΊられるނࣄがൃੜする͓そ
れがあります。

˙�ΤεΧϨʔλʔͷঢ়گ
ΤεΧϨʔλʔの҆શஔをదにҡ࣋ཧしていない
とۦ、 ಈνΣʔϯがܦྼԽにΑりஅし٬のॏྔにΑ
りٯするނࣄ等がൃੜする͓それがあります。

աڈͷ事ྫɿ
����ɹΤϨϕʔλʔओഁࡧஅ事ނ

աڈͷ事ྫɿ
����ɹେܕలࣔΤεΧϨʔλʔٯ事ނ

4 	ঢ߱ػͷ定期検査ใࠂ

1 エレベータ―

2 エスカレーター

3 小荷物専用昇降機

4 段差解消機

5 いす式階段昇降機

定期検査ͷରൣғ

͜ͷϚʔΫΛ׆༻ͨ͠ใަ͕ূࡁࠂ͞Ε
·͢ɻ

【昇降機等 定期検査報告マーク】

Մ༺׆ʹݕظஙͷఆݐڞެ˞
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3 	最近の動向

平成20年国土交通省告示第282号を一部改正

Ⅰ

乾式工法以外のタイル等は、概ね10年に一度、手の届く範囲のテストハン
マーによる打診等に加え、落下により歩行者等に危害を加えるおそれのある

1 定期調査・検査ࣔࠂͷվਖ਼に͍ͭͯɹ（令和７年７月１日施行予定）
ʙʮ調査・検査ͷ߹ཧԽʯʮ৽ٕज़ͷ׆༻ʯΛతͱͨࣔ͠ࠂͷվਖ਼͕ߦΘΕ·ͨ͠ʙ

3 ֎ࡐ্͛ͷྼԽঢ়گに͍ͭͯ
ʲແਓػۭߤʢυϩʔϯʣにΑΔ֎ઢ調査 ͷrํ๏Λ໌֬Խ͠·ͨ͠

平成20年国土交通省告示第282号を一部改正

大阪市北区ビル火災を踏まえ、特定行政庁が定期報告の対象として指定できる、事務所その他これに類す
る用途に供する建築物の範囲が、「階数５以上で延べ面積1,000㎡を超えるもの」から「階数３以上で延べ
面積200㎡を超えるもの」に拡大されました。
範囲の拡大に伴い追加された「小規模民間事務所等」（階数４以下又は延べ面積1,000㎡以下の事務所その
他これに類する建築物）の点検対象は、当面の措置として、直通階段・竪穴区画に関するものに限定されます。

2 ಛ定ߦிにΑΓࢦ定Ͱ͖Δݐஙͷରൣғͷ֦େに͍ͭͯ
（令和5年４月１日施行）

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
https://www.mlit.go.jp/gobuild/content/001615315.pdf

現行では、定期調査・検査等は、「目視により確認する」とされていましたが、「目視又はこれに類する方法によ
り確認する。」と改正され、定期調査・検査等の各項目について、センサー等の新技術を活用することが可能と
なりました。
また、検査の合理化として、調査・検査の重複の
解消が行われ、現行では、特定建築物定期調査
で実施していた常閉防火扉に係る項目につい

1

特定建築物定期調査
（常時閉鎖式防火扉）

防火設備定期検査
各階の主要な

常時閉鎖式防火扉 随時閉鎖式防火扉

運動エネルギー等

作動

運動エネルギー等

作動

連動機構

物品の放置

固定の状況

劣化及び損傷

物品の放置

劣化及び損傷

設置

運動エネルギー等

物品の放置

作動

固定の状況

劣化及び損傷
て、改正後においては、防火設備定期検査にて
実施することとなりました。また、当該項目の検
査対象を「各階の主要な」ものに限定する他、防
火設備定期検査において実施する場合でも、特
定行政庁が定める場合、従前通り３年に１回の報
告周期とする改正が行われています。

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000161.html

部分について全面的な打診等を求めています。これらの調査
方法として、テストハンマーによる打診と同等以上の精度を
有する無人航空機による赤外線調査が追加になりました。
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1 	地域の災害リスク
建
築
物
の
防
災
対
策

Ⅱ
͓ॅ·͍ͷҬͷࡂϦεΫʹ͍ͭͯ͝ଘ͡Ͱ͔͢
のまΘりのࡂϦスΫを調るため、ϋβーυϚοϓϙータϧαΠτがެ։͞れています。ࡂϦスΫ報や
ࡂにཱつ報を、શ国どこで重ͶてӾཡで る͖8FC地ਤαΠτです。
まͣは、ϋβーυϚοϓを֬ೝしましΐう。

ϋβʔυϚοϓϙʔλϧαΠτʢࠃަ௨লϗʔϜϖʔδʣ
https://disaportal.gsi.go.jp/index.html

地震防災・危険度マップ情報、洪水ハザードマップ、高潮ハザードマップ、津波ハザードマッ
プ、土砂災害ハザードマップ、火山ハザードマップ等地域のハザードマップが入手できます。

■ Θ͕·ͪϋβʔυϚοϓ

ʙ地ҬのϋβʔυϚοϓをೖखするʙ
したϋβʔυϚοϓϦϯΫし࡞ொଜがࢢ֤
ます。地Ҭ͝との༷ʑなछ類のϋβʔυϚοϓ
をӾཡで ま͖す。

■ ϋβʔυϚοϓɿ౦ژ۠ߓのྫ

ඃࡂ定۠Ҭආ場ॴɾආܦ࿏
なͲのࡂ関係施設のҐஔなͲがද
示͞れています。

■ ॏͶΔϋβʔυϚοϓ

ʙࡂϦεΫ報なͲを地ਤに
ॏͶてද示ʙ
ɾߴࡂਫɾ࠭ߑ ைɾのϦ
εΫ報、ಓ࿏ࡂ報、地
のಛɾりཱͪを地ਤࣸਅ
に自༝にॏͶてද示で ま͖す。

8



建
築
物
の
防
災
対
策

2 	地震対策Ⅱ
1 	վम

申
請

認
定

所 管 行 政 庁

ஙݐ४ద߹ೝ定ج
この建築物は、建築物の耐震改修の促進に関
する法律第22条第2項の規定に基づき、耐
震関係規定又は地震に対する安全上これに
準ずるものとして国土交通大臣が定める基準
に適合していると認められます。

ஙͷ໊শݐ
ஙͷҐஔݐ
ೝఆ൪߸
ೝఆ݄

ೝఆऀ

建築ͷվमͷଅਐ
な地により建築物のյなどେنりฦしൃੜするେ܁ な͖ඃがൃੜして͖ ました。このඃをࢭする
ためには、ͦ れͧれのॅ宅・建築物のੑをߴめることが重要です。
阪神・淡路大震災を契機に制定された「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に基づき、昭和56年以前
に建築されたいわゆる旧耐震建築物を中心に耐震診断・耐震改修が進められてきました。
特に生活の基本である住宅、不特定多数の人が利用する大規模な建築物及び震災時に倒壊した場合に避
難・物資供給等に大きな影響を与える緊急輸送道路等沿道の建築物については、耐震化の目標が定めら
れ、支援制度等が整備されています。

ʮج४ద߹ೝఆ建築ʯϚʔΫ
全ての建築物の所有者は、所有する建築物が地震
に対する安全性に係る基準に適合していることにつ
いて認定を受けることができます。

建築物の耐震改修の促進に関する法律について

促進法
耐震改修

Ｈ２５改正

建築物の耐震改修の促進に関する
法律の一部が改正されました
（平成25年11月25日施行）

診断して
みましょうよ！

地にڧいॅまいづ り͘のཱ͓ͪ報
Ұൠの住宅のॴ༗ ɾऀډ住ऀけの֤छπʔϧをެ
։して͓り、ੑのཧղɾࣝのशಘがで͖
るΑ͏ に࡞られています。ੋ ඇ、これらのπʔϧを͝׆
༻くͩ ͞い。

0.00.20.40.60.81.0

建築物の耐震改修の促進に関する法律
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2 	ఱҪམରࡦ

建築ͷఱҪམରࡦ
౦ຊେࡂをは͡ め、େنな地では、ମҭؗ、ܶ 、業ࢪ設、などのେنなりఱҪがམす
るඃがੜ て͡います。
このため、6m超の高さにある200㎡超、質量2kg／㎡超の吊り天井に対しては脱落防止措置を取ることが
求められています。既存の建築物についても吊り天井の改修を進めましょう。
また、地震があった場合や著しい劣化があった場合など、天井を吊る部材が外れ危険な状態になっているこ
とがあります。定期報告等の機会をとらえ点検を行いましょう。

3 	Ψϥεඈࢄରࡦ

૭Ψϥεͷରࡦ
૭Ψϥスは、Ԭݝํԭ地ʢฏ��ʣのようなதنの地で૬のඃがൃੜ
し、Ӷいഁยがࣨにډるਓやಓ࿏をาいているਓをইつけます。
図のような危険性の高い窓の場合には、網入りガラス、合せガラスに取り替える等の改修を
したり、ガラス面に飛散防止用フィルムを貼るなどの対策をしましょう。

■ ఱҪվमのओͳํ๏

ύς͘ݹͳΔͱߗԽͯ͠Ψϥε͕ݻఆ͞Εɺׂ Ε
͍͢ɻ

૭͠ࡴΊͷはΊࢭԽύςߗ		� �		େ͖ͳΨϥεͷはΊ͠ࡴ૭

Ψϥε͕େ͖͍΄Ͳɺׂ Ε͍͢ɻ Ϳ͔ͭΓɺׂ͕࢜ஙͷΏΕɺͶ͡ΕͰΨϥεಉݐ
Ε͍͢ɻ

�		۱෦͕Ψϥεಉ࢜ͷ͖ͭ߹ͤにͳ͍ͬͯΔ૭

࿈Ҏ্ͷ࿈ଓͨ͠૭ࡾ		�

֎น͕গͳ͘ɺݐங͕ΏΕΔͱ૭ͷ෦ͷԣͣ
Ε͕େ͖͘ɺΨϥεׂ͕Ε͍͢ɻ Ψϥε͕֎ΕམԼ͍͢͠ɻ

৯ͨ͠మͷαογͯ͘ݹ		� น͕ͳ͍·ͨは͍૭ࠊ		�

চ͕Γ͍͢ͱ͖ɺՈ۩ௐ͕িಥͯ͠Ψϥ
εΛׂΓ·͢ɻ

天井脱落対策に係る基準

従来の仕様
基準（仕様ルート１）
※平成２６年４月１日施行

基準（仕様ルート２）
※平成２８年６月１日施行

クリップ、
ハンガー等の
接合金物

引っ掛け式等で
地震時に滑ったり
外れたりするおそれ

ねじ留め等により緊結

吊りボルト、
斜め部材等の
配置

設計により様々

密に配置
・吊りボルト： １本／㎡
・強化した斜め部材：
基準に従って算定される組数

密に配置
・吊りボルト： １本／㎡
・斜め部材 ： 設けない

吊り長さ 設計により様々 ３ｍ以下で、概ね均一
原則、１．５ｍ以下
（吊り材の共振を有効に防止する
補剛材等を設けた場合、３ｍ以下）

設計用地震力
（水平方向）

実態上、１Ｇ程度 最大２．２Ｇ
最大３．０Ｇ
（天井面の端部と周囲の壁等との
間に生じる衝撃力を考慮）

クリアランス
実態上、明確に
設けられていない

原則、６ｃｍ以上 隙間なし

斜め部材

建築基準法施行令第39条

建築基準法施行令第39条
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4 	ϒϩοΫญରࡦ

҆৺ͳϒϩοΫญ等ΛΊ͟͠·͠ΐ͏
ϒϩοΫญのյをىこ͞ ないよう、Ұਓͻとり
が、ϒϩοΫญのॴ有者としてのҡ࣋ཧの
をೝࣝし、ࠒより҆શ検を行うよう৺ֻける
ことがେです。

■ ϒϩοΫญ等の検のνΣοΫϙΠϯτ
    ʢิڧίϯΫϦʔτϒϩοΫの߹ʣ
ᶃญはߴす͗ない͔
ᶄญのް͞はे͔
ᶅ͑߇นはある͔。（ญの͞ߴが1�2Nの場合）
ᶆૅجがある͔
ᶇญがいたりしていない͔
ᶈญにమےはೖっている͔ʻઐՈに૬ஊʼ

5 ࡦࠜͷ・෩ରנ	

ۙͷେେܕ෩ͳͲʹΑͬͯɺנࠜʹେ͖ͳඃ͕Ͱ͍ͯ·͢
ྩݩ૯ౡ෩ʢ෩��߸ʣに͓いて、ؔ ౦地ํなどに෩��NҎ্のな෩がਧ͖、ॅ 宅の
にେנࠜ な͖ඃがൃੜしました。このඃをडけנのํ݁ۓ法にؔするج४のڧԽが れ͞、業քஂମが
が義務Խ༷の「ΨΠυϥΠϯࢪ・ܭࠜඪ४設נ」した࡞ れ͞ています。
దなנの݁ۓを行うことによりڧ෩や地によるඃをࢭしましΐう。

報ΦϯϥΠϯの)1に、hあなたのՈのנはେৎʁ
ࡦ෩対ڧࠜのנ のɦಈըがありますので͝ߟࢀにしてく
ͩ͞い。

報#4「あなたのՈのנはେৎʁנࠜのڧ෩ରࡦ」ಈը

ひび割れ

2.2m以内

控え壁

根入れ

鉄筋

瓦屋根の改修
工事のススメ

瓦屋根の改修って
どのくらいかかるの？

建
築
物
の
防
災
対
策

Ⅱ
建築基準法施行令第62条の8 他

建築基準法施行令第39条
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ۙɺܹ ਙԽɾසൃԽ͢Δ߽ӍʹΑΓɺશ֤ࠃͰਁਫඃൃ͕ੜ͍ͯ͠·͢
国土交通省の資ྉによるとਁਫ定地Ҭにॅډするੈଳは����ສੈଳにٴͼ૯ੈଳの��ˋを
めると͞ れています。これまでਫのඃをडけていない地Ҭに͓いてਫを定したॅ宅、建築物づ͘
りがٻめられています。

建築物内の電気設備が浸水し、エレベーター、給水設備等
のライフラインが長時間使用不能とならないよう、浸水対策
を行いましょう。

「建築物における電気設備の浸水ガイドラ
イン」の浸水被害を低減する取組
ᶃ�ਁਫϦεΫのい場ॴのిؾ設備の設ஔ
ᶄ�対象建築物のਁਫをࢭする対ࡦ（ਫ
ϥΠϯの設定等）

ᶅ�ਫϥΠϯに͓いてిؾ設備のਁਫをࢭする対ࡦ
˞ਫϥΠϯɿਁਫΛ͢ࢭΔ͜ͱΛඪͱͯ͠ઃఆ͢ΔϥΠϯ

居住者のニーズや敷地の状況等を踏まえ適切な対策を検討することが望ましい。

3 	浸水対策

߽Ӎの時には地Լࣨはݥةです
ਁਫのݥةがあると͖ はૣΊにආし、地ԼࣨにೖらないΑ͏ にしましΐ͏ 。

্͕ףਫ͢ΔͱҰؾʹ
ਫ͕ྲྀΕࠐΜͰ͖·͢ɻ

ԼࣨͰ
֎ͷ༷͕ࢠ
Γ·ͤΜ

ਫѹͰυΞ
։͖·ͤΜɻਁਫ͢Δͱి౮͕ফ͑·͢ɻ

ΤϨϕʔλʔ͑·ͤΜɻ

ྫࡦ建ॅ等ʹ͓͚Δରށ

Ϗϧʹ͓͚Δରྫࡦ

���設備高�設置
����

��

高��高��

��

�ー�

����

�� ��

�ー�

���設備高�設置

��防水化
����

�� ��

�ー�

点検��設

水���設置水���設置

���設備高�設置

���設備高�設置
����

��

高��高��

��

�ー�

����

�� ��

�ー�

���設備高�設置

��防水化
����

�� ��

�ー�

���設備高�設置

点検��設

水���設置水���設置

����

��

高��高��

��

�ー����設備高�設置���設備高�設置

��防水化��防水化
���防水化

��防水化

����

�� ��

�ー�

設備����防�設備����防�

���設備高�設置

��防水化��防水化
���防水化���防水化

��防水化��防水化

����

�� ��

�ー�

設備����防�設備����防�

��防水化��防水化
����

�� ��

�ー�

設備����防�設備����防�

���防水化���防水化

��防水化��防水化

��

�����・����

�ー�

���設備高�設置 �����
高�設置

設備等上階設置

上階で生活��
な��
上階で生活��
な��

�����
・���

��・���の
�����
��・���の
�����

���上階設置・����

点検��設点検��設

水���設置水���設置

����

��

��等

�ー�

��������

��

���設備高�設置

�ー� ��

�����・����

���の��������の�����

���上階設置・����

設備等上階設置

上階で生活��
な��
上階で生活��
な��

点検��設点検��設

���設備
高�設置

�����
・���

水���設置水���設置

����

��

��等

�ー�

��������

��

���設備高�設置

����

�� ��

�ー�

���

��上への
　避��ー�

点検��設点検��設

水���設置水���設置

���上階設置・����

▽GL＋α

▽1FLーα

▽1FL＋α

▽2FL－α

▽2FL＋α

■浸水深パターン①

■浸水深パターン②

■浸水深パターン③

■浸水深パターン④
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対策パターン 対策の内容

A  高床 ਁਫਂҎ্の͞ߴのډ住֊চ໘の設ஔ ॴ設ஔ等ߴচ、ෑ地設備のߴ

B  水を阻む 住宅のਁਫを͙ ྲྀٯ෦等のਫີԽ、設備のޱのਫີԽ、֎นɾ։ૅج
ાஔ等ࢭ

C  被害の軽減 Ήをಘないਁਫをڐ༰した্でՈࡒ、設備ඃのܰݮ、
検ɾഉਫɾס૩の༰қԽ、ਁ ਫޙのੜܧ׆ଓ対ࡦ等

設備等ߴՁなものの্֊設ஔ、検ޱの設ஔ、ఫަڈ
しにくい法のෆ࠾༻等、্ ֊でのੜ׆Մなܭը等

৸ࣨ
৸ࣨ

৸ࣨ
৸ࣨ

ϦϏϯά
ϦϏϯά

ϗʔϧ
ϗʔϧ ϗʔϧ ৸ࣨ

্֊Ͱੜ׆Մͳܭը

։ޱ෦ਫԽ

ෑઃඋߴॴઃஔෑઃඋߴॴઃஔ

ૅجߴ ઃඋྲྀٯࢭ

ਫൈ͖ઃஔ

֎นਫԽ ਫԽૅج

ి൫্֊ઃஔɾճ࿏ׂ

ઃඋ্֊ઃஔ

ෑઃඋߴॴઃஔ

ଠཅޫൃిɾి

ίϯηϯτߴॴઃஔ

μΠχϯάɾΩονϯ

  高床A   水を阻むB   被害の軽減C

■ ਫ防ϥΠϯのΠϝʔδ
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ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
http://www.mlit.go.jp/report/press/house05_hh_000607.html

4 	その他

҆શஔΛ設ஔ͠·͠ΐ͏
建築ج४法施行ྩのվਖ਼にΑり、ฏ21�݄2�Ҏ降に৽設するΤϨϕʔλʔ
にはށ։行保ޢஔ、地੍࣌ӡసஔの設ஔが義務けられました。

1 	ঢ߱ػͷ҆શରࡦ

建築物にΞεϕετのඈࢄの͓それのある建築ࡐྉを༻することは͞ࢭېれています。し͔し、աڈに建て
られた建築物では、ਧけࡐにΞεϕετがؚまれているものがあり、࿐ग़したままで์ஔしているとΞεϕε
τがඈࢄする͓それがあります。ਧけΞεϕετ等が࿐ग़している建築物については、建築物については、
ੳ調査等を࣮施し、Ξεϕετのඈࢄの͓それがある場合には、ૣ 。を行͏必要がありますࣄࡦに対ٸ

2 	Ξεϕετରࡦ

等建築物͓Αڌࡂ定し、ࡦଓΨΠυϥΠϯʯをܧ等となる建築物に係る機ڌࡂަ௨লでは、ʮࠃ
ͼڞಉ住宅ΦϑΟε等の௨ৗはڌࡂとならない建築物も、ຊΨΠυϥΠϯをߟࢀにすることでେ地ޙ
のډ住ܧଓ、ܧ༺ଓをਤることがߟ ら͑れることを示していますので、͝ くͩ༺׆ い͞。

3 	େޙͷܧॅډଓɺܧ༺ଓ

戸開走行保護装置
設置済マーク

地震時管制運転装置
設置済マーク

建築ʹ͓͚Δਧ͚Ξεϕετ等ͷ༻ྫ

建
築
物
の
防
災
対
策

Ⅱ
建築基準法施行令第129条の10

建築基準法第28条の2

Ξεϕετのඈࢄࢭの
たΊのࣄを行いましΐ͏
ඈࢄࢭのํ法としては
① 除去工法
② 封じ込め工法
③ 囲い込み工法

があります。

˙�ਧ͚Ξεϕετͱʁ
Ξεϕετにηϝϯτ等の݁合ࡐをॏྔで3�
ʙ��ˋࠞೖし、ਫをՃ͑ਧけ施͞れた
ものです。

˙�Ξεϕετؚ༗ਧ͚ϩοΫʔϧͱʁ
場で͞れたਓ߭物ણҡであるϩοΫʔϧにηϝϯτ等の
݁合ࡐをॏྔで3�ʙ��ˋࠞೖする΄͔、ΞεϕετをؚΜでਧ
け施͞れたものです。

主索の摩耗、素線切れ、径の変化、錆の状況を調べ、

必要に応じて交換等の対応が必要。

不具合の発生例（主索（ロープ）） 解説書 P8

【ア】 【イ】 【ウ】 【エ】

【ア】ロープグリースが浸み出しストランドを潤滑している状態

【イ】ロープグリースの枯れ及び粘度上昇で潤滑不良となり谷部の摩耗粉が赤錆色

に見える状態

【ウ】摩耗粉の赤錆が主索全体に付着している状態

【エ】錆等の影響により素線切れが著しく進行し主索の切断に至った事故の例

主索の摩耗、素線切れ、径の変化、錆の状況を調べ、

必要に応じて交換等の対応が必要。

不具合の発生例（主索（ロープ）） 解説書 P8

【ア】 【イ】 【ウ】 【エ】

【ア】ロープグリースが浸み出しストランドを潤滑している状態

【イ】ロープグリースの枯れ及び粘度上昇で潤滑不良となり谷部の摩耗粉が赤錆色

に見える状態

【ウ】摩耗粉の赤錆が主索全体に付着している状態

【エ】錆等の影響により素線切れが著しく進行し主索の切断に至った事故の例

దͳҡ࣋ཧ͕҆શੑͷظత֬อʹඞཁͰ͢
ͼʮΤϨϕʔλʔٴʯࢦཧに関する࣋ަ௨লでは、ʮ昇降機のదなҡࠃ
保कɾ検業務ඪ४ܖ書ʯをࡦ定し、ެ දしていますので、͝׆༻くͩ い͞。

http://www.seinokyo.jp
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【ウ】摩耗粉の赤錆が主索全体に付着している状態

【エ】錆等の影響により素線切れが著しく進行し主索の切断に至った事故の例
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ձ͓い合Θͤڠ४ਪਐجは、Ұൠࣾஂ法ਓ建築ੑࡉৄ
くͩ い͞。

ΠϯεϖΫγϣϯۀ
Ұൠஂࡒ法ਓຊ建築設備ɾ昇降機ηϯλʔでは、ΤϨϕʔλʔ、ΤεΧϨʔλʔ
の保क検のݱ場にઐの調査һがい、దに検が࣮施 れ͞ている͔ を調
査するʮΠϯεϖΫγϣϯ業務ʯを行っています。

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000088.html

ΤϨϕʔλʔ、ΤεΧϨʔλʔの保क検に関してෆ҆があり、調査を͓ ͓、はࡍの͑ߟ にܰ͝ؾ ૬ஊくͩ い͞。ϗʔϜ
ϖʔδにࡌܝの૬ஊγʔτを༧Ί͝ いたͩけれ、εϜʔζに૬ஊで͖༺׆ ます。
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5 	こんな制度も利用して

ॅ宅・建築物のஅや改मࣄについてҎԼのようなࢧԉ੍がありますので、ঢ়گに߹Θͤて͝ ར用͘ ͩ͞ い。

Խͷࢧԉ੍
टԼ地ೆւτϥϑڊେ地をは͡Ίຊશࠃで
େ地ൃੜが༧ଌ͞れています。そのඃを࠷খݶに৯い
ΊるたΊのํ法のҰつとして、住宅建築物のԽがࢭ
ॏ要です。まͩੑがෆेな状ଶの住宅建築物の
ԽをଅਐするたΊ、地ํެஂڞ体ではࢧԉ੍
を設けています。また、վमࣄを行͏場合に住宅ۚ
༥ࢧԉ機͔ߏらར期の༥ࢿをडけることがで ま͖す。

住宅ۚ༥ࢧԉ機ߏϗʔϜϖʔδ
https://www.jhf.go.jp/loan/yushi/info/reform/index.html

ʹΔ੫੍
˻ॴಘ੫˼
ᶃ住宅आೖۚ等ಛผ߇আ（૿վ築）
ঈؐ期ؒが1�Ҏ্のϦϑΥʔϜϩʔϯ等をར༻し、ݱ
行のج४にద合ͤ͞るたΊの૿վ築等（第̐号
ֹ2ݶを行った場合、ॴಘ੫についてआೖ（ࣄ���
ສԁを্ݶとしてຖの住宅ϩʔϯߴの����
が1�ؒ߇আ͞れます。
ᶄ住宅վमಛผ߇আ（ϦϑΥʔϜଅਐ੫੍）
Ұ定の要件をຬたすվमࣄを行った場合、ඪ४
తなࣄඅ༻૬ֹの1�ˋ૬ （25�ສԁݶ্ֹ）
等がྃࣄ（̍ ）߇আ͞れます。

˼੫࢈ࢿ定ݻ˻
Ұ定の要件をຬたすվमࣄを行った場合、ࣄ
ྃのཌのݻ定࢈ࢿ੫が1�2にֹ͞ݮれます。

அɾ設ܭɾվमͷࢧԉ
վमࣄを検౼͞れている場合には、住宅ɾ建築物
վमࣄ業（住宅ɾ建築物҆શετοΫܗࣄ業）建築物
対ٸۓࡦଅਐࣄ業（地Ҭڌࡂ建築物備ٸۓଅ
ਐࣄ業）にてஅ、ิ ࢧվम等について、ܭ設ڧ
ԉがՄです。ৄ しくは、地ํެஂڞ体͝૬ஊくͩ い͞。
ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
（住宅ɾ建築物վमࣄ業）
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001734019.pdf

（建築物対ٸۓࡦଅਐࣄ業）
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001588739.pdf

ϒϩοΫญ等ͷ҆શ֬อʹର͢Δࢧԉ
ϒϩοΫญ等の調査ɾ検、վम、ఫڈ、ఫޙڈの৽設等に
係るඅ༻について、地ํެஂڞ体にΑっては ԉする੍ࢧ
が設けられている場合があります。
ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/blockbei.html

࠭ɺ෩ਫ等ʹΔॅɾ建築ͷࢧԉ
地ํެஂڞ体にΑっては、ࡂのݥةのある۠Ҭ等͔らの
住宅のҠస、ࡂのݥةのある۠Ҭの建築物のߏ
規੍等のج४にద合ͤ͞るたΊのվम等に係るඅ༻につ
いてࢧԉする੍を設けています。くΘしくは地ํެஂڞ体
͝૬ஊくͩ い͞。

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
住宅のҠస、ݥة） ɾ࠭ਫࡂの͓それのある住宅ɾ建築物のվम）

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000144.html

（等にΑる住宅のࠜվमࡂ෩ڧ）
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001383212.pdf

ఱҪͷվमͷࢧԉ
ਝなආがࠔとなるݻ定͞れた٬੮を༗するܶ場、ආ
ॴ等࣌ࡂの機֬保ɾ̓ શ֬保がಛに必要な施設等
について、ఱҪのվमをࢧԉする੍を設けています。

ΤϨϕʔλʔͷࡂରࡦվमͷࢧԉ
（住宅ɾ建築物҆શετοΫܗࣄ業、地Ҭڌࡂ建築
物備ٸۓଅਐࣄ業）
地ํެஂڞ体にΑっては、ط設のΤϨϕʔλʔのվम
体ஂڞԉする੍があります。くΘしくは、地ํެࢧをࣄ
͝૬ஊくͩ ͞い。

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001596834.pdf

Ұ࣌ආॴ備ͷࢧԉ
ਫ࣌のҰ࣌ආ場ॴを備するࢧԉについて
地ํެஂڞ体にΑっては、ਫ࣌にൃੜするආऀをҰ
ԉを行って͓りまࢧతにडけೖれる施設の備について࣌
す。くΘしくは、地ํެஂڞ体͝૬ஊくͩ ͞い。

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001738001.pdf

Ր҆ࡂશվमʹΔࢧԉ
建築物のՐ҆ࡂશվमに関するࢧԉについて
地ํެஂڞ体にΑっては、ط存建築物のՐ ɾ্ආ্の
҆શੑの֬保をਤるたΊ、建築物のՐ҆ࡂશվम࣮施
にけたڥ備等についてࢧԉを行っています。くΘしく
は、地ํެஂڞ体͝૬ஊくͩ ͞い。

ަ௨লϗʔϜϖʔδࠃ
（建築物Ր҆ࡂશվमࣄ業）
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001595471.pdf

（Ր҆ࡂશվमϞσϧࣄ業の取Έྫࣄ）
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001752611.pdf
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